
平成31年1月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

平成30年6月13日

上場会社名 株式会社 ナイガイ 上場取引所 東

コード番号 8013 URL http://www.naigai.co.jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 今泉　賢治

問合せ先責任者 （役職名） 取締役管理部門担当 （氏名） 市原　聡 TEL 03-6230-1654

四半期報告書提出予定日 平成30年6月14日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 平成31年1月期第1四半期の連結業績（平成30年2月1日～平成30年4月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年1月期第1四半期 3,560 2.6 169 △2.2 184 △4.0 152 △6.1

30年1月期第1四半期 3,471 △0.8 173 △8.6 192 190.9 162 359.6

（注）包括利益 31年1月期第1四半期　　33百万円 （△54.4％） 30年1月期第1四半期　　74百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年1月期第1四半期 18.56 ―

30年1月期第1四半期 19.76 ―

※平成29年８月１日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、１株当たり四半期純利益は、前連結会計
年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年1月期第1四半期 14,827 9,797 65.9

30年1月期 14,516 9,763 67.1

（参考）自己資本 31年1月期第1四半期 9,773百万円 30年1月期 9,739百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年1月期 ― ― ― 0.00 0.00

31年1月期 ―

31年1月期（予想） ― ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 1月期の連結業績予想（平成30年 2月 1日～平成31年 1月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 8,000 2.5 90 △27.8 120 △36.4 80 △41.4 9.74

通期 17,500 3.2 460 24.5 525 11.0 400 △26.4 48.71

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年1月期1Q 8,217,281 株 30年1月期 8,217,281 株

② 期末自己株式数 31年1月期1Q 6,143 株 30年1月期 5,967 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年1月期1Q 8,211,246 株 30年1月期1Q 8,212,519 株

※平成29年８月１日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式
併合が行われたと仮定し、期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後、様々な要因に
よって予想値と異なる場合があります。業績予想に関しましては、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、米国の政策動向、中国経済の持続的成長への懸念など先行き

に不透明感はあるものの、企業収益や雇用情勢の改善、個人消費の持ち直し等を背景に、景気は緩やかな回復基調

が続きました。 

衣料品業界におきましては、天候がプラス要因に働き、春物が好調に推移したものの、衣料品に関する消費者の

節約志向が依然として根強く、総じて厳しい状況が続きました。 

こうした中、当社グループは本年度を最終年度とする第３次中期経営計画に掲げた各施策に引き続き取り組みま

した。 

卸売り事業主力のレッグウェア事業は、百貨店販路では、実需連動型の卸売りを徹底しながら店頭売上を伸ばす

各施策に注力すると共に、原価削減による利益率向上に努めました。量販店販路では、大手量販チェーンとの取り

組み深耕による売上拡大に努めました。 

通信販売事業につきましては、テレビ通販で、継続ブランドの番組確保と消化率の向上に取り組み、インター

ネット販売では、ソックス販売に注力しました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,560百万円（前年同期比2.6％増）、営業利益は169百万

円（前年同期比2.2％減）、経常利益は184百万円（前年同期比4.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

152百万円（前年同期比6.1％減）となりました。 

 

セグメント別の業績概要は以下の通りです。 

 

（卸売り事業）

レッグウェア事業は、百貨店販路では、実需連動型の卸売りが定着し、店頭消化率が改善したことで昨年に続き

返品が削減されました。また、当社１社体勢の売場構築等、商品展開スペースの拡大に取り組むと共に、雑誌媒体

とタイアップしたソリューション商材の販売が寄与して、紳士、婦人共に店頭販売が前年実績を上回りました。 

量販店販路は、“女性の足を健康的に美しく…“をテーマにした新ブランド「アロンジェ」の販売が予定通り開

始したことと、大手量販チェーンとの取り組み強化によりプライベートブランド展開が拡大したことで、大幅増収

となりました。 

その他卸売り事業につきましては、概ね計画通りで推移しました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間での卸売り事業の売上高は2,984百万円（前年同期比6.4％増）、営業

利益は139百万円（前年同期比11.9％増）と増収増益となりました。 

 

（通信販売事業） 

通信販売事業につきましては、テレビ通販を展開する株式会社ナイガイ・イムは、昨年来の収益構造改革による

ブランド集約の結果、前年に対し減収、減益とはなりましたが、繰越在庫のセール販売は計画以上となり、商品回

転率は改善しました。 

インターネット販売を展開するセンティーレワン株式会社は、レッグウェア販売が堅調に推移し、増収増益とな

りました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の通信販売事業の売上高は575百万円（前年同期比13.4％減）、営業

利益は31百万円（前年同期比38.9％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に対して311百万円増加し、14,827百万円となりま

した。流動資産では、現金及び預金が230百万円、商品及び製品が719百万円増加し、受取手形及び売掛金が526百

万円減少しました。固定資産では、投資有価証券が時価の下落により111百万円減少しました。 

 負債は、前連結会計年度末に対して277百万円増加し、5,030百万円となりました。支払手形及び買掛金が197百

万円、電子記録債務が442百万円増加し、返品調整引当金が183百万円減少しました。 

 純資産につきましては、親会社株主に帰属する四半期純利益152百万円の計上とその他有価証券評価差額金の減

少86百万円等により、前連結会計年度末に対して33百万円増加し、9,797百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に対して1.2ポイント減少し、65.9%となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成31年１月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成30年３月15日に公表いたし

ました業績予想から、本資料公表時点での変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年１月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年４月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,239 4,470 

受取手形及び売掛金 3,429 2,902 

商品及び製品 2,466 3,185 

仕掛品 9 15 

原材料及び貯蔵品 63 68 

その他 481 473 

貸倒引当金 △22 △24 

流動資産合計 10,667 11,091 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 77 72 

土地 79 78 

その他（純額） 80 83 

有形固定資産合計 237 235 

無形固定資産 116 120 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,279 3,167 

その他 269 264 

貸倒引当金 △54 △52 

投資その他の資産合計 3,494 3,380 

固定資産合計 3,848 3,735 

資産合計 14,516 14,827 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年１月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年４月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 848 1,045 

電子記録債務 869 1,312 

短期借入金 339 338 

未払法人税等 89 50 

賞与引当金 40 83 

返品調整引当金 378 194 

株主優待引当金 15 15 

その他 658 486 

流動負債合計 3,238 3,526 

固定負債    

長期借入金 35 35 

退職給付に係る負債 1,074 1,088 

繰延税金負債 366 342 

その他 37 37 

固定負債合計 1,513 1,503 

負債合計 4,752 5,030 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,691 7,691 

資本剰余金 6,781 6,781 

利益剰余金 △5,901 △5,748 

自己株式 △4 △4 

株主資本合計 8,567 8,720 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,059 973 

為替換算調整勘定 112 79 

その他の包括利益累計額合計 1,171 1,053 

非支配株主持分 24 24 

純資産合計 9,763 9,797 

負債純資産合計 14,516 14,827 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年４月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年４月30日) 

売上高 3,471 3,560 

売上原価 1,864 1,929 

売上総利益 1,606 1,631 

販売費及び一般管理費 1,432 1,461 

営業利益 173 169 

営業外収益    

受取利息 0 0 

為替差益 10 17 

持分法による投資利益 2 － 

その他 9 2 

営業外収益合計 23 21 

営業外費用    

支払利息 2 2 

持分法による投資損失 － 1 

その他 2 3 

営業外費用合計 4 6 

経常利益 192 184 

特別利益    

投資有価証券売却益 1 － 

特別利益合計 1 － 

税金等調整前四半期純利益 193 184 

法人税、住民税及び事業税 32 31 

法人税等調整額 △2 △0 

法人税等合計 30 31 

四半期純利益 163 152 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 162 152 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年２月１日 

 至 平成29年４月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年２月１日 
 至 平成30年４月30日) 

四半期純利益 163 152 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △76 △80 

為替換算調整勘定 △18 △32 

持分法適用会社に対する持分相当額 5 △5 

その他の包括利益合計 △88 △119 

四半期包括利益 74 33 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 73 33 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年２月１日 至 平成29年４月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

(注)２   卸売り事業 
通信販売 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 2,805 665 3,471 － 3,471 

セグメント間の内部売上高又は 

振替高 
54 0 54 △54 － 

計 2,860 665 3,525 △54 3,471 

セグメント利益 124 50 175 △1 173 

（注）１．調整額はセグメント間の取引消去であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年２月１日 至 平成30年４月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 

(注)２   卸売り事業 
通信販売 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 2,984 575 3,560 － 3,560 

セグメント間の内部売上高又は 

振替高 
49 0 49 △49 － 

計 3,033 576 3,610 △49 3,560 

セグメント利益 139 31 170 △0 169 

（注）１．調整額はセグメント間の取引消去であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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